
州出 汁瓜 ･出Jlit･渡オ 竜気骨常不罪D,佃 にBEして 17:i

しろ析大する｡黙畦について見ても,〃¢大なるものほ

どX-L･曲緑は上に位するが.Z-u幽規はその道で

硯いものほどZは小であるO之は甘1の忽明に放っても

泣瑚応力が大であれば.当然,J､となることが血解され

る8

両面対称肝 の場合は.串矢の原はFにその中矢で

2分されているから,出二の暦の好さを 2Z とナる｡

亀頭罫の紐 X は,片面貰紫の和合とti:正的E=変

つ1こ燐向は見出lせな･.､｡

然し隈さは.片偶から待つfこときの2O-3Onm rこ

対して,左右対称(:行つ†こときでは,Zo5-10mm,

即ち,対称に行うときは片卿から行つJ'二時.㍗)はるか
に小で,約X～Llの伯であるD

Vl Ll. 桔

か{+rり明らかな窓昧合の捷繋の勤的IJ効召主として.

Hopkll】SOl】故嶺(良二ELbbLng)並Uに.如 対称のZF安

正の珊矢亀裂に蒲田LTこ｡各班のは策について SaCb･

bLngを発生せしめる能力を決めた｡即ち.B!33mm

で色々の娼さの籍uを削 堵し,3CX)どの煙兼を用いて

その給uを或浜する｡その乱 切斬して舟tJ･内部の変
化を故摂LScl･bbl7,gの起る最大の分校の長さを決定

する｡規紫はズー/-扶もしくは内座 1mmの鉄管に覧
'現して行つ/二｡

集魚の持#,卦 ､懐 と,弱I,､捷繋とでは5cm位の

蓬がある｡例えは,鉄管肉の枚ダイナヤ lH:妃 ,て,

ScEIbblngのなる択界社長は 15er11,Eほ ダイナマ fト

に於いて 10-.である｡同鎌のこと,:I.甜 摘､に題
糞を掛 1て,祷発させて待つJ'こD比の時のぬ熱発生限
界抜足は,上紀の片Cldから行う奔放で求めた現界兵の

2倍よr)'j､であって,月脚の災放r=比べ屯典は発生し
1=くいoql裂の大きさ形状▲こついては.月mからのR(

掛 =於rtTも,両脚から妄言対掛 =fTTう91掛二Bh,て
も傾向は同じである｡即ち缶郡市 (文IiSc.lbbZt]E)め

正接は任長大となれは,J､と15る｡蝕し対博しT_杉の曝
引まかえって大となり,且.軌 ､の型か､破顔Iiど掛 ､
球である｡Sc.1bbzllgfglさは2-3Tl州 である｡

珂僻から安納 1=行う突放(:於ける脚 さは,

片刑から行つfこときより薄く.その光一Jrt牝である｡

筒,爽放旅件.即ち鉄管廷三発tポール蝕 .妖の歪,

及U片拭排 と.左右対称張撃のむ等が,個々の鰹繋

i:つLてbl何TLる効果の琵をもr=ちナかの併汎 及び

考郡p=ついては,庄穏応力正の古形そのIiのを朗か(=

した後和の爽験H典'二的過して視F削 一るO

文 献

り tE井来fLl 火払tt 14 58LM28)

> 耕学 23 472(1953)

2) RzTICh.Tlrt JApplPhy522555()951)
3) 駄目TTg._BTlゼ兜 p8L(家光it)

LI) tgJhit.fユ1 火的監 13272〔群書28)

電気雷管不発原因に就いて

(昭和28年 ID月8EI愛想)

LLl m -LE.寸.I･汁 .1二. 'Id こtC.I

.FF; iB 文 夫事- TTB 辺 文 抑 *

Ⅰ 紺 青
封の急な18光正形で,且カスカ又の可紗 二位って放火

ナろ場合に高).qだ屈託が定を正的(:坊算し.発鼓風路

丑近和気官管の不発が更改回報の中央部に鎌E狙う[= の中央範が波形の/-n=7.rって.娼巨払勺に不発が発

発生する主庶既は‥5瓶抵抗 (所謂y-ケージ)E:抗 生するものとの752])が主致された｡

るものでなく.コyアンサー式点火縦の様に立上り憤 然るに狂者執 ま不発の主原因は市n放抗でありとし

I El水化灘駄式会祉 仁豊野n策所 で共の対照1:例えは即娘に垣化ビニール紋を用い1=り
= 三姻 株式会社 研究所 El克雷管の捕逸I:切々の考案をfLL,努力しつつある

33



17J エ 乗 大 罪 B 会 社 郊 1Je 軒 3矛

I:(ふ,野 不発原田;詔己の次の故事頭に庇いて失政 を用い,改 Ⅰに荒し1.:如く故昆 t00Q,インタク′
そ拝ふT=所.積 のJm は剛 にy-ケー'}[こ佐 ソス1TnHの類似a荷i･正称 二美技Lt=凪拓にてA有

るものが主であって,誌Jt正qLifに依るもので,+Lも･鈷 規範実生の有無Tz,韓搬 ナ･/Tyタブに放り鮒 L

Lに毒し1=｡王主にだ文を茸して析界の好さ考[=供し, T=｡
今後の棚 を得るならは諾外の7ぴである.

(A) コソfソサーの充放電に成る点火軌 ま必ず包

汝現攻に伝る月経 EZ;が在るや否や｡

(b) F=とえたつT=としても共の強さ,苑玩韓棚は

如何をか｡(点火≡発火所柄rlE=対する考Et)
(り T=とえBつ,'=としても高月匠がf碑 も,どの

秦粗 描1:も完り,前妃の安さ虚を誘発するや否や｡

(d) 定毒液が乗ったとしても.それがP]緒の中央

部の石野を雄和せしめ閃絹の胃管や帝火させるものfJ:

りや香や｡

(C) 2佃以上のtSLPを荘列に抜放し1二秒&,各々

L=放れる限盤がどの位迄不売発生l=影書するか｡
(f) 発最知緒に故軌 こ定雀荘を黙せ,共の衡拡時

間が崇 msあれは両用が粟火するか.

(g) ブーケー-/'Lz多くLT二時,敬 一投E;考えら
れT=嶺'二中央道に不琴を芸ずるや香や.

(h)交読書溝の如き立上りの81.1き影が由作.1窄不

葬に彰書するか｡

山 鉾駁方法及び括黒

舌l.各GE点火欝の異常現収発生の有焦

Er未化熊gLl-SC塾.･TIBC弘 V-1塾の各GEコソ

アンサー式白串点火6並lこ鮒 iSLをコソfソナー(I
託すして,旭 謂閉番に依り故屯せLtIる和 JZ此

E l~:r-冒 ･A . 1一昔 盈写 E 2 琴 丘 3

写 attKSC3!点火ZPの放せ洩形 V-1判点火逆の光電波形 NBC瀕点火28の汝苛波形



写 LB 5

推瀬不Liの九出隅糊社i:luいた岬の-放苛政形(r

)軍 拡 6拝七不良の井封F

qR蕃主用t7:時の-故屯iXお琴井tはhlS
C型点火器 (削 鎖J:り発生しT=土手JLギーを一旦コソf

ソサ-[二等訳し.一珊 庄Eこ毒し1=技,放t管に依

り負荷臥 二放屯せしの,'J方式のAl火鰐)に放るも

ので.充屈申 (yj其2)も丹花時も充偲故からのナチブシiからの

スJ<-クらしいものが出ているが称 二兵常現郷 土‡簸め

られILかつ1こ. V-)F't火出 (屯弛tl庄をパ

イプV-a-に依り界広し,之をっンヂソナーI:充tL
一定屯B:故買H;臥 二放り.負荷胸に放屯せLtZる方式の点火役)[:

依る妃腰は写井3の通りで何回突放を行っても異常現額

は起らず規整的tJ秘 技形であっT=.牢六4は}TBC

担点火果 (攻I乾t地にてコソfソサーを発色して一定常圧に適し

1=後,特殊紙Efは;[=放り色荷佃に放電せしめる

方式の点火笹)(=放るものである｡写井5.6は

60サイクルの安釈 i盟̂Z脚 にて較涜LT.:肋 にて24FLFの7yfソナ-与売電し,缶

35めて甜 不Liの敷脚 密で改悪する知手拓塾

のW _神 点火客の代地 勺な軸 であって,隣田谷の

入れ万に反り1杜の嬢!-正 の々放芯e;影を措 く｡

斯かる荘形は粟鼓℡滋として勿弼 当であるが,比の様な一定の古形

を常に発生せしめる事は島めて日毎である.食,牢其SI:B?LJる異常屯圧は0.7Tty
Sで淡鼓し,写共bl=長ける輔耶苗の葬坂不

良に依る現&'i55TtUITi!っている8号

2･電矢田腎の斉発に放る紐 不莞発生の可馳拓銀具.】

5mの勺朱市坪の点火三 l00 厄を甘列に鈷放して.稚気

Ltu枯骨歎を塀河顛(1メーターに依って知朝Ll=轍 をZ

EZ漁的に仔析して.商用野発動の発生の可能性を叔対し且絞り[=摂取が発生したとして

,15!加持成時Prrlが34さして葬故にWJJする私Lの時間rJ:りや否や

を放射Ll=｡(a) 電気他 の米朝1〔P個の7E

就官管用点火玉 (粕 只 1.5m)を'df列に大砲に対

して 10JmegQ以上の紬 を持''=せて祐托し.中央から

一方の23汀 までの50債の信管に放いて其のイソ〆 タ ･?ソスJq,+i,,'シタンスCb

耗汝抗R'及U茶だ正を坑RlをIt潤した鮎 は 次の去りで

ある- J4-0】73rnHCL

-192JLyドR.-SSaRlはJ-

225kcで軸宅した竣合 6015⊂■′-5(泊kL･で尉≡し''=租合

525C'EiふE二期 長 15mのt免官菅 1幕の屯衆宮野は

J･+-26B J▲HCo-10 JAJ▲F

RC-1■cLであった｡以上の結果より.共摂JN拳を/Cを町井すると次の如

し｡ /C-I/27rV'L.Gr.
ヒ865kcl:lit/.-6151】

q-VJL7./IZ/-15･1即ちSO屑の七九℡腎が im に轄持さ
れて居れほ,牡の泉投では弘Skcの祐JZだが美

茂匡路とILる●(r･) 御 生の可正睦に尻目で

()) コソ fソサーを売電して後,スイ1ナ (ンLI_革の売謙取扱に佐る昆虫に敵
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Ro

図2 売払回路の等e5回拓 (り

即ち0>C.であるから摂動PI格は C.LQ.Hd!:放

って考えられる｡開閉辞Sを371人して比の賀動tg矧 二

摂動が発生する族件は

R¢<2V'7W .
である｡然るに

2V'了研 =SJLCL

RD-559

であって.摂動旅件を満足しないので比a)Pl路では環

tbは発生することは不可能である｡突殿の鉱山t:故IL.

てt先雷管･こコ ソfソサーieJ点火鉛をaaかす時,官曹
操鍬 こ依る浮遊琴丘 Coは点火軽の ゴyfyサーUt=

比し非常!:小さく,上記の瑚 電光を沃菜することは

ILい○
(u)e細 が荒立それた場合の持校務TiEと英の

宅誰の大いさ

何かの原因で国3の回詩が彩成され''.:として琵鼓持

捷尋問を検討した｡

::≡ _…一
閃3 発破Bl路の年債回路 (2)

Rl■WC
.Rrく2V'硫

哉･こ琵軌 ま起る可蕊陸が生ずる｡比の顎合の劫 電

託は次式で与えられる｡

1-2E/V4LJLy.-Rir･JslnβL (1)
0-7rj/214

0-I/2L.･V･IIJC.-Ri
Jrはワリアンサーの充電忠臣である｡

JI｡くTt:I+Ltlt

と考えられるから(I)式は(2)式の溝になる｡

36

t-E/VJ払 ･e-̂11PLqL
･S･nl/VJ7 . (2)

(2)式の恭⊥glは屯務のZ=巾を定めるものであり,

EをiE況 Eと専しい と考えると.m 託･'と比

の賀況 譲の実効GllR'とのB:'三

tlrJ'-JVV百･V'LJC.-004
となる｡

zS動が葬生徒従の脚 巾の 1/♂(約137･')にT･'る

迄a:時間を計耳すると

11(2lJIr/)メ2-0OlmS

即ち汲大局鞭が 10ILSで 13% 迄泣宍する｡搾取が

退接現虫に依って起つf=としても正抗耽読の 4ク3の摂
巾であり,之の 13% 迄抑 するのに 10岬 という短

時間ではq:泉雷管や発火せしむるには充分fl時棚でな
いことは匝4L=放つ【ニ朗らかである凸共の罫付けとな

るデーFは次glL=示す｡

_3
帥伽
S
知

如
J｡加川

-

凍
9

<辛
2
.1
t･t>

適確時何rms･一･･.一一
ナ

図4屯曳 町野のfa班,
in冠婚rHlと発火牢')Nl押

各3軒脚韻の和気百官告発通電屈折整'=依る斉発

睦の政則

数個の花束雷管をEZilSの如く･
J
,
Bニ辞i=分けてSe=

監し
,
碇 宅地t:依る各個′こ官許藍をつけて斉発させ1こ

鼓崇は裳】の遜りである｡

取持果'=依れば,
遺恨電茨差が転達:=大でなければ

(例えはlA(=対して2Aの如く2fE以上にTLらT_-
汁

れは)不芦を生じない.
依って前熱二朗らかな如く小

電記且妙寺 ru)の西周設t=放って電気雷管が発火するこ

とは不可能であると考えられる.

怠4 9-ケープが無いと琵められる発監周期の斉葵

J
,=
放け る
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JtnrRltit化
丁亡1t爪たい ,†5

図5 7迂瑞Tf.t1.1の芹姥作のmXLgl純

水 】 旺列絵絹可気℡管各発議 屯八･流整!=依る斉

発特性〆 ル ー フ1 )iq 八

Ji A 】i A lB ATiE 法 (A) 06 08 05 10 0

7 10 08罪 火 坤 x'ji額 田歎]/ lx21/.x2
%x33 /lX3 0/aX3 %x3

3/]xl山企壌JDtJ1慧登戸
鮒当
-- 1

言…

一

三…

-

ケ /J- 1JJ lTll

i7i(A)10
苑火噂×tj;曲回教r/]x2
"金線のg
(
'慧

誉;!脚 宇'q( - t･o灼2103>-2-5幻3.%6･73OYM.%9･5的.nx8;ソ･1･7

O

=

;;j=7Lr)っ一つ-14- r/ - 7 1

諸 .＼ 15記 汝 (.u l0 20

准

火 坤xLJ王政 LE]救 T/zx2 I/Jx2白銅 の讐 三㌢が 榊'
rq
( 12… 三; S%%㍑4.･｡範.TT･.7･36 bt･｡

紳

6

･-Bは霊oy

り

･80 lJヽII;52p'rJ;2り･rJ/

光rhfBEEと不躍邸との糊押 l00個の屯朱雷管を直列

r:轄授し(lh p)

Jこ了旺 尖fa寸(記 劫
時-fl a: 吹

上i&(V)(tl) 串 る 頭韻 劾

汝 TanJl1210 108!9/loo 195 - - -

22CO loo Ebl/1

4120 16 053 323230 10e 2'･l/100 213 196 0165 35

4
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一一ft■●
田占 式*点火器tluいたE}のたttB;の
文化に銃も不才少々 のttQ_

::: -_:I_琴 - 500 -ヽIN-

L二だミろ胞 洗.三兼

:3の送りである｡

3 7151 定

位 ℡ 七JLJE洗.1

点と漁村m l51tQrの リーrtt

Jtった時 dユtOl'J-lr.のス イツナと

tDつ 的1tOた坤r,のリーrt切
ったLi l00lIOJyC′mtt

Tl.YiLてrJの エイ1ナと入れたL?(rf
,失rltd.ttQの I-r

itJ)17たrlr.暮一･のスイ ナt入L

l･たbOMOrP粂スィ,ナt

入れたIi SSllQJN rnt棚 す

る12 13Maエ集舌と為Y伺

2OMOEE路中の仕tの変化'二乾ろt謀好

は哀4の通りである｡

R i淘丈性℡

央E:屯it班I'

2.1AT'2

2･13Ar-
2･lSArJ 2･lIA

rJ JZ_I:】A国名 耗8同JBの

℡虫ナシ,坪人任せ(b) V-1点火eli(附跳ねの紬 はA肝)を用い のtq廿をEg9の如く噸 直列1:HLA

Iし.斉発させ1=所~(=横 田険に放ける不苑薙生母断の輸肘 髭Sの如きtRt'TTl頂 契政とrFaじく不発は

不卿 ql=ufJv-1点火かを用いソーナー,/'/_き状況の下(=契盟 てrll失棚 丘不弁の現敏はTLかつTこ｡
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態 6 丘iA付斜の*急と'iitL群とLDFAft

悪芸昆 管 品名巧≡≡牢(A)

81tIOOh
もTtBIT

同9 1免許廿や牡ヨ
(ztSはt先℡TF.t7Etf)

慧

QS

･1

一
山

Pq

耶

滋

霊

宝

㌍

霊
加

ホ

慧

QS

･1

㌢

霊

加

r7
5

.I

氷
枕

坤

俳

枕

E

m

tI

■

tr
y

_I

ti

t

P

A
.

T3

E"

丘

宵

不不
失

火

e
t

烏S t淡立上り鮮Pの牧村 (安洗屯iXtの時)

甜 t漁で不粟が由ると云う現象は.その琵形の立

上り轍鮒 '･ぷいあ.広m の℡背中感即 敦fEもの
がカ入力Aのt班で発火することである｡今之を立旺

するあ雌 を位JFlしてEnlOの朝廷回路に放って

実損LT=｡井の持巣は裳丘の通りで立上り軌釘の熟 '

ものは不束発生が多い｡碕跡 ll増拒 野形の一例であ
る｡

策卯の例に放ても同一のtE圧では45サイクJt-の租
合にIiSOサイクルの秒合よりも不晃狩生率が多いの

は棚 である｡

去る 高畑較正淡を昏在琵的にt束すずに鼓し,'=時の
蕪克也のtA村

t九や管を妊邦に筆uして76Rei宅謙のみを定在だ

!, -,'T,卓を `

巨'~l _!f 1- --E
田】O t丸丁廿の控tll伺ttl叫定5)良

39

0.8 072

0_a 0.4

I.0 O.75
10 0.75

I.0 0.15
2.0 110

10 08

妬

m

9.
7｡耶
相

t
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ヱ豊 艶 .Oが 也へミミ
_cJlせせロー℡乱∫tO SLLLtJt,±一也

れ伽 J tヲ5!三三;!て
313 AAl波並封土宅包有廿との和洋位℡

rAイヴナ(8化式点火果実火右肺 を正月し

て 】Om9.5m5,2msの魯時間で発火の可否を31ぺ1こ

所,茨 1の如くlOms,Smsでは Hlが発火し.2ms

で.ヱlO【句の相 に放て全仏発火し･'J:いことかチモ明し

Tこ.比の時の℡称 二淡hl.:満月汝t溝を負荷タンブの
J7度を脚 光L:で比tiz絶正し1=W .括那s2gOlllA

であっ/こ｡包し比のt桝 は辞.局方が定在琵にTLつて

居るあ,位正に依って見るが,訟7でfi;る恥 二義火す

る℡廿の托fKはJl-1ニ限られて成り,上記の 280mA

は允の応のt深位で比の瓜が免荷としては最もとhる

はたの良でもつT=｡隣 入力 3'ハIL:して逮屯
再正Eを2ns:=すれば完全不葵であるた.笹島入力を約3倍の 勿Il.こし

て遭苛寿記を ens.こして発火の12度を
も Jtぺ･'瀬 峰 ニ

】如 胃まで発火し 二̀｡IE% 仇禁 ,'孟警 崇 芸諾 諾?
左竺J､ 吋の耶 きtELま2eCmAx3-3- AI.

とTLる｡次に入力･'E1825＼＼Z=し

て 2TnB速℡し.'=折,不発.ェBJ,B:及ILJlL,発火
.iIII.nJ汲む nJであっ''こ｡牝oTJ時の

亦周だ7K託を前記の汝に推定すると li.Aで

あっ1_｡之を考耕して見るL

=賢在だ1●阿措.:のつ1こ船 .其のGl牡に放って不発/,

謀el釈;:たる可他 のある事.i言えろが.取 の貴2可で■じ1=故に1OJJSと ･.I.I,･如き吏夢Vrllでは全許

不発に技ると考えられる｡然し乍らt朱雷℡-'E雑 LL'

=EZB12のLgl鰍 ま大場(=対して先皇L二組 して上記
の花見の′-FをまJV=のであるが,牡のLi誌を大埠.

二配 せしわてそのFt雷Jt与良 .々二王え1=所,色狩の三

二枚o;汀丘から完全軸 の甘さ.二木だEtz7=己のノーrで
あっT=位tは骨に･一安で･'ごく姐 a)仕方二二扱っ

て変化する事が事古つT=.,之今もLLlで実写.二言気冨

甘粕 蛸 合.ニ丑いて考えて見るに.点火Z;からのEi壬こ軒 [枯なの

t攻守℡のBii古の長さが供え-忘であってi'.右JEE号

泣の昏在庁の/-rのk

tは取扱と大nJ;JIT:の最迭冒Jtt=伝って和 で

.育.:一重の托Jlに不発.Jilきるとは℡い#いtiに

考えられる｡以上の宍t如土浦周だ屯漁のAに依ってqL気
胃管の不発状況に放いて故書ほ 加え''_のであってEZL12からL刈

るtkl=母壕の桂根の長さが群 しい時.tUβのt朱書
世の中失認に泣在汝の芯JAl荘7

(読/-rTJIJIlる為には共の免荷既軌ま

ti卦=対して不平giには 三八ねtjJJら芳春諾 墓 守悪評 乳の鮎 金品 慧 i 拭曲Fl敢

(好守r三並℡ Ib]81こ交-た)10 :い7W 恥 入
た 不 不 一 一一- -･1 -nl 5 317W 劫 nA 不 不 弁 一 一 -一 一 一 一

2 3.17W 2m 不 不 'iT:

不 不 一 1 1- -92011†8収

入9201V 8伽 ABIB.RJ

2 16251V 143A 40
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牌tStJD環内と組 抵Ltとの帆体

エナ ノ ･̂LhJLNん･
ビューJL･-yク頼

gI 日- i5= 母Jaの 施政凹 芹 母親の 野毛国

司東谷併 (苧77Q:'琵 琶 塊 葬 吉 松 慧書抵 悪隻&(チ)(凸)(kQ) (kn)

企 盛 31 34 lCOa上 b･0

23L23号 27 28 Z∞ ス上 105 1古即 位

肝 戊 27 - 100Jl CS 慧 中 豊

15 17 08 12 栂e?ia放
23Ll7号

逆 打 15 - CO O7 箱†三t"

I

L

一

一

一

F

一

一

ない｡JIPちFR火群の出力油丁から母蚊及びq久田管が
*央罷より党全に対称であれ!.1芯周匠は昏在野にT..pり
柑 IJLl､群別偲 しておく｡

告7 1)-ケーJに依る中央部不発発g:の粗衣

仰 の爽政と対称的なせ韓を以って.従雑のれ念通

り,リーケージl=放り不充が生ずろ脚 して中央部

に生ずるか否かを実収LT_｡供柑 軌 三輪牡粕 並(I

ビ三-/i,̂-ノタ巣の丙砦を比較のゐ佐用し.M とし

ては大朱,衷且水,3タ;企溢水の3現今粕 LT=が詫

8に示す如く,綻雀韻は大穴中及び水iE水中(=では放

して不q%を生じないが,3〆の食FJ水中では中央価に

放いて多くの不死を生じ1.:｡仏も回路中,卿 のt

講を可成jH/廿に位りお声LI二が.幸先罫は雅邦tニ電

鼓は少なかつ1こ｡(例えは糊 が23A の時.*失森で

は 15人)どこ-/iJJ<ンタ頓は大気*.水沼水中及び

3%免租水中共不発を生する事無く,各部の屯流も有

志隻を筏めfJかつT二｡

舌8 鉱山にB2けろりーケージに放る不発と見牧され

ろ実鮫例

生野鉱山に於いて20-30苑の耗発を行う場合,拡儀

頓の時には不発を生ずるので,之をビニールバンク旗

に代え′こち不発が出なかつ1､｡Jh態操の秘合アンつを
21めてから3時肘丑過すると抱継 杭が 1210 から

07kn_に泣少し.又別の如朋では48分秒 :は 】05kQ

から05kCLに畝少し,折か,-J蛾合には不発を生じ易

州

側

,i

斉
発
i;
ケ

刃

㌫れ崇二

*S

細
管

伽

--)32Oeoo掛やJd良

一

1,3-
出の
管等環

かつ,た｡
然も政の現故のW凶はTyコ含め水分が糊

仰のリーケ-,/'を生ぜしめ1.:
ものと題考する｡其の
軸

圧抜穴は難9の通りであっ,た｡
f乱どこ-ル糊の時

には9-ケージ並1:不発は皆無であっ1こ｡

ErJ括甘

木ZZ:E=辞iSLT=突放紬鼎より多敬先発蔽EiJiか:放け

る中央弥不葉栗≦三の主度日は,7
S将だ可読の定をロ的
新発に放るものでTLくl213m(1)-ケージ)tニ依っ

て起るものとn付するものであら｡
又
.コy
fyサー式点火田の匂洗波形は未払Lgl縛の

花束常数かb耗岸鼓を怒史する阜会は殆んと無く.
衣

説tl丑の泣声の横にゴL上り嫉朝の鮎rLi'のt=托し,
宇ろ脚TJ斉発特偶を有することが天明Ll=｡
不LqtLるF7火治に鉄って.1ことえ
方形:二珊虫l二

位'-J叔常局LL若しくはm洞野が発生し7_
としても
.
旬矢旬廿の一部のjFを発火せLtJる抑=詐鼓してしま

うことも突放約に証明Llか､｡
拙

ElをI
だ玉する1=はし.
京も大字工学詠史l山手敦宜

荘中雄三氏汝UにET水化糸仁生野作累所小瓜好突智の

絶大11る体力に感謝の慾を表する.
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